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早 川 尚 志*  
 
 
本書は Adam J. Silverstein氏による前近代イスラーム世界の駅伝制とその系譜についての専
論である．著者はケンブリッジ大学（Cambridge University）の Tarif Khalidi教授の許で学び，


















Part I: The Pre-Islamic background: 7−51 
1. Pre-Islamic postal systems: 7−51 
The East: Iranian postal systems from the Achaemenids to Sasanids: 7−28 
                                                                                                                                                                          
* HAYAKAWA Hisashi. 京都大学・大学院文学研究科・博士前期課程 
(1) 騎馬の急使による情報伝達そのものは既にアッシリア帝国期から一部知られている．しかし，王の道，
宿駅制度，多数の馬の整備を必要とする駅伝制が実際に帝国統治の一環を成すシステムとして確立さ
れたのはハカーマニシュ朝下であると見られている（川瀬 1998: 308）． 
早 川 尚 志 88 
The West: the Cursus Publicus from Rome to Byzantium: 29−42 
Communications in Pre-Umayyad Arabia: 42−51 
Part II: Conquest and centralization – The Arabs: 53−140 
2. al-Barīd: the early Islamic postal system: 53−89 
3. Dīwān al-Barīd: The Middle Abbasid period: 90−140 
Part III: Conquest and centralization – The Mongols: 141−185 
4. The Mongol Yām and its legacy: 141−164 
5. The Mamlūk Barīd: 165−185 
Conclusion: 186−190 
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但し，駅伝制そのものを指す barīdの語はイラン的伝統に属さないと著者は述べる．この語






























                                                                                                                                                                          
(2) この語の起源が更にアッシリア語まで遡るとする説もある（家島 1991: 224）． 
(3) イスラーム治下の通行証（šijill）は既に 8世紀のエジプトでの発給事例が知られている（Becker 1906: 
301）． 





























                                                                                                                                                                          
(4) 当該史料の写本はスレイマニエ図書館に所蔵されている（Haci Mahmud Efendi 2041, Istanbul）．本書は
10世紀中葉のブワイフ朝治下で成立した君主鑑文学で，著者は地租庁（dīwān al-ḫarāj）の役人であっ
たと思われる．その内容はアッバース朝期の官職，租税，国制を反映したものである（Sadan & Silverstein 
2004）．特に駅伝制関連部分については，SMにて部分的に注釈付きで刊行されている． 
(5) DLTではこの語に対し，「中国からイスラームの諸邦に派遣された商人に先立って出発し，その知ら
せと書状をもたらす駅伝使（barīd）の総称」（DLT-F: 467–468; DLT-E: III, 41）の語釈が与えられてい
る． 







駅伝制（M. ǰam ~ T. yam > P. yām，TMEN: IV, 110–118）であった．著者はかような駅伝制の起
源について，先行研究のいう中国起源説の是非を議論し，yāmの語源を 8世紀のユダヤ・ペル















































































以東についてフビライから勅書（T. yarlïġ > P. yarlīġ，TMEN: IV, 153−58）と牌子（Ch. paiz > M. 
payza > P. pāyzah，TMEN: I, 239–241）の支給を受けて特別な旅を保障されたのに対し，カーシュ
ガル～ホラーサーン間では，その地の覇権を握るカイドゥからそれら通行証を得るのに失敗し，
諸々の困難に晒されたことを考証している（Budge 1928: 45–49）． 
第二に，日本における先行研究が一切反映されていないことが挙げられる．日本には羽田（1909）
による研究以来，特に内陸アジアについての揺るぎない蓄積がある．然るに著者は東突厥可汗







                                                                                                                                                                          
(6) 主にエラム語による粘土板行政文書群．前 509–494年，前 492–458年の間に発給され，シカゴ大学に
よるペルセポリス発掘の際に発見された．旅行者に対する食糧支給等を指示した文書も含まれており，
ハカーマニシュ朝の駅伝制研究に際し，必要不可欠な内部史料となっている（Hallock 1985: 588–589, 
606–607; Briant 2012: 189–193）． 












西突厥はその支配下のタリム盆地のオアシス諸都市に鄔落（< T. ulaġ，TMEN: II, 102–107）の
制度を展開していたことが知られ（荒川 1994; 2010），同語は ulaġとしてイスラーム改宗直後









先述の如く，著者は yāmの語源を 8世紀のダンダーン・ウィリク（Dandān Uiliq）出土ユダ
ヤ・ペルシア語文献に見える jāmak の語に求めている（142–143）．当該用語については Utas
（1968: 127–129，131–132）が yāmとの関連の可能性を示唆し，Moreen（2000: 22）がこの説
を支持している．しかし yām の類例は既にこれに先立つ 4-5 世紀の鮮卑系拓跋部の言語に見
られることが羽田（1914: 117）や Boodberg（1936: 170）によって指摘されている．両氏は『南
齊書』（南齊書魏虜伝: 985）にて「諸州乘驛人」の語釈を与えられる「咸真」を M. ǰamčin ~ T. 

















て，各々の国制の在り方に大きな影響を及ぼした（羽田明 1973; 安藤 1995）．それ故，テュル


















(9) なお，トゥグルク朝の駅伝制の起源については，Kumar（2013: 58–60）も言及しており，SN での駅
伝制の扱いが少なく，セルジューク朝には駅伝制が存在しなかったことを根拠にテュルク系起源の可
能性を否定している．しかし実際には既に本書の内容で紹介されるように，SN はガズナ朝の駅伝制
について度々扱っており（SN: 57–65, 81, 91; 井谷・稲葉 2015: 79–88, 109, 124），駅伝制を廃止したセ
ルジューク朝の方を例外に描いている（125–137）ので，Kumar のこうした議論は的を得ないもので
あると言えよう． 
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